
事業手法の検討について～これまでの経緯（平成２７年以降）～

時期 内容

平成２７年２月４日 旧プール棟天井部材の一部が落下し、旧プール棟を閉鎖。

平成２７年６月２９日
屋内プールの今後の検討方針について、①プール棟のみ建替え、②スポーツセンター全体
を建替えのどちらの方針にするかを平成２８年３月までに決定することとする旨を、戸田
市ホームページにて公表。

平成２７年１２月～平成２８年３月 戸田市スポーツセンター再整備方針検討委員会を開催。
プール棟のみ建替えし、C棟・G棟は設備改修しながら利用を続ける再整備方針を市に提出。

令和元年６月～令和２年２月 戸田市スポーツセンター改修工事基本計画策定業務委託（改修・解体対象は、C棟、G棟、
旧プール棟、弓道場）

令和２年６月 新屋内プール開業（施工期間：平成３０年９月～令和２年２月）

令和２年６月～令和４年２月 戸田市スポーツセンター改修工事設計業務委託

令和３年９月 コロナ禍により見通しが不透明な状況であること等から、令和４年１０月～令和６年２月
に予定していた戸田市スポーツセンター改修工事の着工を先送り。

令和４年１月２６日 戸田市議会市民生活常任委員会から、建替えを含めた再検討を求める意見書が提出された。

令和４年３月１０日 戸田市スポーツ協会（旧戸田市体育協会）から、建替えについての要望書が提出された。

令和５年６月～令和６年３月
再整備検討資料作成業務委託
→これまで提出された要望書や再整備検討資料を踏まえ、戸田市スポーツセンター改修工
事（大規模改修）を中止のうえ新プール棟以外の施設を建て替える方針を決定

令和６年７月～ 戸田市スポーツセンター基本構想策定業務委託
戸田市スポーツセンター基本構想策定委員会を開催
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資料１



令和５年度実施検討内容（スポーツ施設のストック適正化ガイドラインに基づく検討）

事業手法の検討について～令和５年度検討内容～
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令和５年度実施検討内容
（事業スキームの整理）

事業手法の検討について～令和５年度検討内容～

3



令和５年度実施検討内容
（事業スキームの整理）

事業手法の検討について～令和５年度検討内容～
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事業手法の検討について～令和５年度検討内容～

市場調査（令和５年度）実施結果（抜粋）

市場調査を踏まえた最適な再整備方針
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事業手法の検討について～公共施設整備事業の状況～

事業手法 不調年 事業費 発注元 施設名称 事業内容 不調理由

ＰＦＩ
（BTO） 令和6年

254億円
（当初）
→325億
で締結

秋田県 新県立体育館

Bリーグ仕様のアリーナ
観客席：6,000席以上
男子プロバスケットボールＢ１の秋
田ノーザンハピネッツが本拠地とし
て使用をする想定

資材価格や人件費の高騰
→総事業費を見直すなどの対応を検討し、２回目の入札を実施。
整備費を約１１０億円上乗せし、令和７年３月に落札者を決定
した。
※当初令和６年１２月に落札業者を決定する予定だったが、令
和７年３月の業者決定となった（３か月延期、供用開始日は変
更なし）

ＰＦＩ
（BTO） 令和6年 130億円 埼玉県

さいたま市
次世代型スポーツ
施設整備

中央区の与野中央公園内の収容人数5
千人規模のアリーナ建設

建設資材や人件費の高騰の影響で、事業者側と市の積算と乖離
（かいり）が生じたため
→対応未定

ＰＦＩ
（BTO） 令和6年 313億円 鹿児島県 スポーツ・コンベ

ンションセンター

観客席：8,000席以上メインアリーナ、
サブアリーナ、武道場、弓道場など。
敷地面積は約3万㎡。

建設コストの大幅な増加
→個別発注する従来型手法へ転換する方針。
事業費圧縮でメインアリーナを8,000席以上から7,000席に削減
するほか、サブアリーナ、武道場や弓道場の客席も減らす考え。
※当初令和１１年７月供用開始予定だったが、従来手法の場合、
供用開始が令和１４年度末頃となる見通し（約３.５年延期）

ＰＦＩ
（BTO） 令和5年 125億円 兵庫県

神戸市

神戸市立ポートア
イランドスポーツ
センター

（夏季）プール（冬季）スケートリ
ンク
観客席2800席、水泳連盟公認プール

不明
→対応未定

ＤＢＯ 令和5年 50億円 新潟県
柏崎市

(仮称)柏崎セント
ラルガーデン

旧庁舎跡地を利活用した、区コミュ
ニティセンターと屋根付き多目的広
場、多世代交流センターを核とする
公共施設

市が設定した提案上限額に収まらないため（物価や労務費等の
高騰と、リスクを踏まえた安全側の積算）
→「ＤＢＯ方式」から「従来方式（個別発注方式）」に変更す
る。
※当初は令和８年４月開業予定だったが、従来手法に変更し、
令和１０年４月に開業を延期（２年延期）

従来方式
(建設工事) 令和7年 181億円 埼玉県

さいたま市
武蔵浦和駅周辺地
区義務教育学校

沼影公園と沼影小学校の土地を一体
的に活用し、浦和大里小学校・内谷
中学校の既存校舎も活用した、3校舎
で一つの義務教育学校とするもの。

事業費や工期設定、人員確保など個別の課題
→対応未定

従来方式 令和6年
56.5億円
→63.7億
円で落札

茨城県
常陸太田市

常陸太田市新総合
体育館

昭和52年7月に建設され、市民のス
ポーツ活動の中心拠点として親しま
れてきた山吹運動公園市民体育館を、
総合体育館として再整備するもの

不明（事業者辞退による）
→内容の見直しやヒアリングなどを行い、事業費を増額した上
で再公告・再入札を実施。令和７年３月に落札者を決定した。
※事業費の増額及び期間の延⾧（令和９年度中→令和10年度
早期）
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新たな検討範囲

これまでの検討範囲

事業手法の検討について～検討範囲の拡大～

再整備手法の比較

建替え
再整備

既存躯
体活用

性能発注 仕様発注

PFI
(BTO,BOT方式等)

DBO

PFI(RO方式)
（既存施設の改

修）

従来方式によ
るリノベー
ション

D+B+O
（従来方式）

不調後の対応事例あり

検討手法拡大の目的

資材価格や人件費の高騰等により入札不調が相次いでいる
（建設物価調査会「建築費指数」は2015年を100とすると、
現在140前後となっている。）

不調の場合、整備手法の見直しなどにより、年単位での事
業の延期や、事業費の大幅な増額などを必要とする事例が
散見される。

出来る限り不調等を未然に防ぎ円滑に再整備を進めるた
めに、現在の社会情勢を捉えた再整備手法を検討する必
要が改めて生じている。（特に、コスト面で優位な既存
施設を活用した再整備については、施設解体などで不調
後の選択が困難になる場合もあり、早期の検討が必要）

既存施設を活用した再整備に関する可能性を調査
検討することで、より着実に再整備を推進する。
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①使用する躯体の延べ床面積は変更できない。
（レイアウト変更などは可能）
②既存不適格部分について、法令で必要な範囲の対応を
要する。（例：C棟の高さ制限）
③東側の面積拡大敷地はBTOなどの手法で新たに整備する
ため、複数手法を併用することになる。

事業手法の検討について～新たな検討内容の可能性～

追加検討再整備手法（案）

※令和５年度「戸田市スポーツセンター再整備検討資料」より

BTO＋RO方式の事例

事 業 名：神奈川県立体育センター等
特定事業

事業主体：神奈川県
事業期間：H28.7～R2.12
事業方式：PFI（BTO＋RO方式）

【可能性】これまでの議論より、再整備後に求められる
機能のうち屋内施設については、既存の躯体を活用して
も一定程度整備可能な見込みがある。（面積拡大敷地も
活用）
【課題】各種法令の条件など含め、新たな整備手法のコ
ストを含めたメリデメを整理する時間が必要である。

既存施設を活用する場合の条件

新たな検討内容の可能性と課題
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項目 内容

第６回策定委員会 基本構想検討範囲の拡大について、施設等検討（公園、アーバンスポーツ、
屋外休憩施設、eスポーツ）

第７回策定委員会 既存躯体を活用した事業手法の可能性検討、施設等検討（器械体操、相撲、屋上）、
サウンディング内容確認、基本構想骨子案

サウンディング
①収益型事業の可能性
②ROなど既存施設の利用可能性
③事業手法の詳細検討

第８回策定委員会 サウンディング結果報告、基本構想（案）検討、パブコメ実施内容説明

パブリックコメント 基本構想（案）に関するパブコメの実施（回答まで含めて４か月程度）

第９回策定委員会 パブコメ結果報告、基本構想の策定

PFI詳細検討
（R8年度内完了予定）

PFI導入可能性の詳細検討（業務委託）

基本計画作成業務
（計画策定時期は要検討）

具体的な施設機能やゾーニング、事業手法（業務委託）

※赤字の部分が、今回の変更に関する事項。

基本構想策定のスケジュール

事業手法の検討について～スケジュール案～

再整備手法の検討範囲を拡大するにあたり、以下の作業を実施し、スケジュールについても再検討を行う。

①既存施設を活用した整備の可能性調査及び概算事業費の積算

②既存施設を活用した整備に関する市場調査（サウンディング）
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公園に関する検討 ～近年の動向～

近年の社会経済状況の変化を背景に、ポストコロナの新たな時代の公園は、人中心のまちづくりの中でそのポテ
ンシャルを最大限発揮することが求められており、国土交通省「都市公園の柔軟な管理運営のあり方に関する検討
会提言（R4.10）」では、新たな時代における都市公園の意義・役割として、“個人と社会のWell-being の向上に向け、
地域の課題や公園の特性に応じ、ポテンシャルを更に発揮すべき”としている。

出典：都市公園の柔軟な管理運営のあり方に関する検討会提言（概要）（R4・国土交通省） 1

資料２



公園に関する検討 ～上位関連計画等における位置づけ～

【戸田市公園リニューアル計画】
『戸田市公園リニューアル計画（R3）』においては、戸田市の目指す公園像として、①活動・活躍の場となる公
園（楽しい公園）、②やすらぎの得られる安心・安全な公園（気持ちいい公園）、③郷土愛を醸成する公園（大好
きな公園）、が掲げられている。

【戸田市都市計画マスタープラン】

戸田市における公園利用の方向性

上位関連計画における本公園の位置づけ

スポーツセンターの一部は都市公園としての整備が予定されているため、公園整備の検討にあたっては、関係部署
と連携を図りながら進めていく必要がある。
なお、都市公園の敷地については、緑化基準などをはじめとする、関係法令に準拠する必要がある。

出典：第2次戸田市都市計画マスタープラン（R元）

スポーツセンター再整備予定面積のうち５０％程度は都市
公園として整備される予定であり、埼京線東側の新曽第二土
地区画整理事業地に計画されている、近接する公園予定地も
合わせて活用する予定となっている。

当該地は『第2次戸田市都市マスタープラン（改訂版）（R
元）』において、「緑の拠点」に位置付けられている。

なお、次期都市マスタープランでは、健康増進や余暇活動
の中心として「スポーツ・レクリエーション拠点」としても
位置づける予定となっている。

新曽地域整備の基本方針図（一部抜粋）

整備予定地
及びその周辺
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公園に関する検討 ～公園とスポーツセンターの連携可能性（案）～

公園×スポーツセンター×防災

●公園とスポーツセンターにおける、屋内外の大空間を活用することで、災害時等の市民の安心・安全を守る。

【事例】袋井市総合体育館（静岡県袋井市）

• 防災機能として、指定緊急避難場所・指定避難所として約1500名の収容能力に加え、72時間分の非常用電源、防災備蓄庫、耐震性
貯水槽などを整備。広場内にはマンホールトイレやかまどベンチも設置。

【事例】神栖防災アリーナ・神栖中央公園（茨城県神栖市）
• 防災拠点として位置づけられた、スポーツ施設と文化施設の複合
施設。神栖中央公園と一体的に屋内外で様々な防災機能を備える。

• キャッチフレーズは「『もしも』のときも、『いつも』のところへ」

【事例】由利本荘アリーナ・由利本荘総合防災公園（秋田県由利本荘市）

• 「すべての市民が安全・安心・快適に利用できる複合型交流拠点の創出」を基本理念に、「スポーツ交流」、「防災」、「賑わい
交流」を推進する拠点施設として整備。

• 東北最大級のフロア面積を誇る、最大収容人数5千人のメインアリーナは、トップレベルの競技や各種大規模イベント等が開催可
能。

• 災害発生時には公園内が緊急一時避難場所としての役割を果たす。避難所として開設された場合に備え、停電時に3日間電気を供
給できる自家用発電装置や、雨水を活用するための雨水貯留槽、下水道が使えない場合のための緊急汚水槽を整備し、災害備蓄倉
庫には防災備品や非常食などの備蓄品を配備。

公園とスポーツは、“地域課題解決への活用”の観点から親和性が高く、本再整備においても、公園とスポーツセン
ターを一体的に整備・連携することで、地域の課題解決により効果を発揮していくことが期待できる。
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公園に関する検討 ～公園とスポーツセンターの連携可能性（案）～

公園×スポーツセンター×新たなスポーツ

●アーバンスポーツ：
近年、特に若い世代から注目・人気を集めているアー
バンスポーツで、新たなスポーツ参画や新しいスポー
ツの楽しみ方を発見する。
※アーバンスポーツの詳細は資料３参照。

【事例】安城市総合運動公園（愛知県安城市）

• 公園内、陸上競技場南側に令和６年３月、
３×３バスケットボールコートがオープン。

• 施設内容は、メインコート１面、サブコー
ト３面、ゴールのみ１基。

●レクリエーションスポーツ：
芝生広場などを利用したレクリエーションスポーツで、
年齢や体力に関係なく気軽に楽しみながら身体を動か
し、ウェルビーイングの向上を促す。

公園×スポーツセンター×健康増進

●思わず身体を動かしたくなる公園で、スポーツ施
設との連続性を高め、相互利用を促進。

【事例】健都レールサイド公園（大阪府吹田市）
• “自然に健康を「意識」する公園”、“「楽しみ」ながら健
康になれる公園”、“健康のコツが「学べる」公園”、の３
つの基本コンセプトをもとに、「健康・医療」をキー
ワードに多世代が集い交流できる公園として、平成30年
に開園。

• 公園内には国立循環器病研究センター及び市民病院の協
力・監修のもとに健康遊具27基、4つウォーキングコース
を整備。

• 公園内には、健康の学びの拠点として、小説・絵本から
健康・医療・スポーツに関する本を集めた「健康・医
療・スポーツコーナー」や、血圧計、体組成計を設置し
た「健康応援コーナー」、健康づくりプログラムや運動
教室、文化教室も実施できる多目的室、カフェ、などが
入った多世代が利用できる「吹田市立健都ライブラ
リー」が整備されている。

• その他、「土の広場」では、幼児が遊べる複合遊具や
ボール遊びもできる土のグラウンドを整備。「みどりの
広場」では耐震性貯水槽や防火備蓄倉庫、「かまどベン
チ」や「マンホールトイレ」なども設置。

出典：安城市HP
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